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学校教育目標：自他を大切にし、よく聞き、ともに学び続ける白川小の子ども 

 ～児童理解を基盤として、みんなでみんなを育て、一人一人の輝きを引き出す教育の推進～ 

 

重点目標：伝えよう・聞こう・わかろう～心と体の元気づくり～ 

 

 人権旬間に寄せて 

人権旬間が始まりました。この期間は、私たちが人権について考え、学ぶ大切な時間です。学校では、誰も

が安心して自分らしさを発揮できる学校にするための取組を進めています。特に、この人権旬間を通じて、自分

の行動を見直し、自他ともに大切にし、他者への思いやりや理解を深めるきっかけができればと考えています。

小さな優しさが、大きな変化を生むことができます。 

◆５年生 ～協働できることって素敵なこと～ 

５年生の集団宿泊教室が、阿蘇青少年交流の家にて、１１月６日～８日の日程で開催されました。１

日目、日中は仙酔峡ハイキング、夜は星座観察とナイトハイキングを堪能しました。２日目、オリエン

テーリングとウッドトレイの絵付けを楽しみました。夜には、キャンドルの集いで友情と協働の大切さ

を誓いました。３日目は、「高菜めし」と「だご汁」の野外調理に悪戦苦闘しただけあって、味は格別だ

ったようです。活動班と生活班のそれぞれの役割を責任もってやり遂げることを通して、助け合い協力

することのよさに触れることができたことでしょう。白川小のリーダーとなる日に向けての助走が始ま

ります。残り４か月間、６年生の背中を見て、希望と自覚を養っていってください。 

 

 

 

 

 

◆心かがやけ月間をふりかえって 

１１月を「心かがやけ月間」として、保護者、地域社会と連携した道徳教育の充実を図り、「感動・

感謝する心」「郷土を愛する心」「いのちを大切にする心」「思いやりの心」など豊かな心を育む取組に努

めました。そのうちの４つを紹介します。 

（１） ボランティア活動や体験活動  プロジェクト委員会の提案を受けて、各学年や学級、委員会、

ペア学年で行いました。 

    ・「ありがとう」のメッセージ 

    ・朝のあいさつ運動 

（２） 地域とのふれあい ４年生が地域の方がと一緒にたくさんの花の苗植えを行い、給食を一緒に

いただいて楽しいふれあいの時間を共に過ごしました。 

（花の苗や土等は白川校区青少年健全育成協議会より寄贈いただきました） 

                                  令和６年１２月 ３日 

                           白川小 学校便り №１０                                     

     

文責：校長 村上剛史 
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（３） 演劇鑑賞会 １１月２７日、本校体育館にて劇団「夢団」 

による「ジャングルブック」の公演を鑑賞しました。観劇 

した誰もが、「命」の重さ、そして、「心から相手を思いや 

ること」について、感じ取ったことでしょう。 

 

 

（４） 富田宇宙氏講演会   １１月２１日、東京・パリパラリンピアンの富田さんが講演のため来

校されました。「①夢・目的：自分が好きなことを知ろう ②目標：やる

ことを決めて頑張ろう ③一日一生：一生懸命を楽しもう」についてと

ても分かりやすく話されました。記念写真撮影の後は、全児童が富田さ

んと握手して、パラリンピックの銀・銅メダルを触らせてもらいました。 

 

 

◆リレーフェスティバル～感動をありがとう～ 

  １１月２０日（水）リレーフェスティバルを開催しました。 

①学級対抗リレー②縦割り班リレー③紅白代表リレー 

を思う存分楽しむことができたようです。バトンパスや 

走る距離を工夫するなど各チームの工夫と練習の成果が 

よく発揮できていました。 

また、児童席では、一生懸命に走る友達大きな声で応 

 援をしたり、盛り上がる雰囲気を一緒に楽しんだりして、 

「見て共に楽しむ」雰囲気が生まれていました。 

 

◆白川っこ代表 躍動！！ ～小体連陸上競技大会～ 

 １１月２３日（土）えがお健康スタジアムにて開催された第４２回熊本市小体連陸上競技大会に白

川小学校も出場しました。１００ｍ走・８００ｍ走・４００ｍリレー・走り幅跳び・走り高跳び・ジ

ャベリックボール投げが行われ、素晴らしい環境の中で、白川小代表選手が躍動しました。出場した

全員が自分の持てる力を精一杯に発揮して頑張り、大会に関わった人みんなと陸上競技というスポー

ツを楽しみました。ここでは各種の入賞者を紹介しますが、出場した全員に心から拍手を贈ります。 

【４年男子１００ｍ】７位（久保さん） 

【５年男子１００ｍ】２位（今村さん） 

【５年男子ジャベリックボール投げ】１位（西坂さん）２位（高田さん） 

【４年男子４×１００ｍ】３位（久保さん、脇屋敷さん、川上さん、助政さん） 

            ６位（木下さん、中津海さん、前田さん、榮木さん） 

【５年男子４×１００ｍ】５位（西坂さん、今村さん、小野さん、高田さん） 

【４年女子１００ｍ】４位（玉木さん） 

【６年女子８００ｍ】５位（服部さん） 

【６年女子走り高跳び】１位（宮村さん）２位（成田さん） 

【６年女子ジャベリックボール投げ】６位（古閑さん） 

【４年女子４×１００ｍ】７位（本田さん、玉木さん、河上さん、古賀さん） 

【６年女子４×１００ｍ】４位（宮崎さん、成田さん、服部さん、宮村さん） 

 

～行事やイベントを通して、なかまと協働し、精一杯の努力をすることで、なかまや人とのふれあ

うことのよさに気づき、自他を大切にする心が高まっていきます。学校が楽しいところになることで

心と体が元気になり、より深い学びに向かっていきます。ご協力よろしくお願いします。～ 

握手をして声をけてもら

い、メダルに触れる 


